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生産・出荷概況 11月生産・出荷 

 板・押出出荷 21か月連続マイナス 

生産も20か月連続 

日本アルミニウム協会 

一般社団法人日本アルミニウム協会（水口誠会長）

はこのほど、2023年11月のアルミニウム圧延品生

産・出荷概況を発表した。板・押出類の出荷合計は14

万5,312トン、前年同月比は4.7%減。建設向けの不振

などが影響した。板、押出、はく、いずれも生産、出

荷ともマイナスとなり、板・押出類計の出荷は21か月

連続のマイナス。同生産も20か月連続のマイナスと

なっている。 

板類では、自動車、缶材はプラスだったが、それ以

外の主要分野が減少し、出荷全体で前年に届かなかっ

た。押出は、板同様、自動車以外の分野で前年比マイ

ナスが続いている。はくは、食料品がプラスだった

が、電気機械器具は個人消費や設備投資の減速などが

続いている。 

主な分野の概況は次の通り。（出荷量、前年同期比） 

【板類】 

(1)缶材29,642㌧、0.4%：缶材DI缶はプラスだった

が、清涼飲料向けが多いボトル缶は減少し、缶材全体

では前年並みとなった。 

(2)自動車19,222㌧、18.9%：生産台数の回復に伴い

プラスとなり、特に乗用車用パネル板は2桁プラスの

出荷が続いている。23年10月の四輪車生産台数は

818,358台、前年同月比＋17.9％。 

【押出類】 

(1)建設32,135㌧、－14.7%：人手不足などによる工

期の遅れや着工戸数の減少が続いている。23年10月の

住宅着工戸数は71,769戸、同－6.3％。 

(2)自動車12,221㌧、13.6%：板同様、自動車生産台

数の回復によりプラスが続いている。うちトラック向

けは＋27.2％と好調。 

【はく】 

(1)電気機械器具3,729㌧、－22.9%：電気機械器具

向けはスマホ、PC等の個人消費や、データセンター

等 の 設 備 投 資 の 回 復 が 遅 れ て い る。コ ン デ ン サ

は－25.9％、リチウムイオン電池は－19.5％。 

(2)食料品1,945㌧、3.2%：前年が低水準だったこと

もあり14か月ぶりにプラスとなったが、物価高騰によ

る節約志向から消費は弱含んでいる。 
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2 0 2 4 年  社 長 年 頭 の 挨 拶  
（ 従 業 員 向 け ・ 要 約 ）   

 

             野崎 明  

本年の経営方針 

１．やるべきことを明確にし、積極果敢に行動する 

事業課題への対応や成長戦略の実現のため、組織や

職場の目指すべき目標と自らがやるべきことを明確に

して、積極的な挑戦を続けていくことが重要です。常

に創造力、構想力、行動力を発揮してアイディアを形

にしていきましょう。 

２．あるべき基本を取り戻す 

あらゆる事柄について基本に立ち返り、何が重要で本

質は何であるかを問い続けていただきたいと思います。

特に、コロナ禍により暫定的に休止あるいは変更した仕

事のルールや進め方などについて、その是非を吟味し、

あるべき姿を追求していただきたいと思います。 

本年の目標 

１．2021年中期経営計画（21中計）の総仕上げと

2024年中期経営計画（24中計）の策定 

2024年は「21中計」（2022年度～24年度）の最終年

度であり、これまでの取り組みを完遂させ、成果を挙げ

るとともに、次の「24中計」に繋げていく年となりま

す。「21中計」の主要施策に対するこれまでの成果は十

分とはいえず、危機感を持って事業戦略を見直し、現在

の立ち位置との差を埋めるため、「24中計」における施

策の具体的な検討を進めていく必要があります。また、

企業価値の最大化を図るべく「資本コストや株価を意識

した経営」の実現を目指して、資本効率（ROCE）改善

のための取り組みを進めていきます。 

２．「2030年のありたい姿」の実現に向けた活動の推進 

当社グループは、「2030年のありたい姿」に向けて

多岐にわたる活動を進めてきました。2024 年は、サ

ステナビリティ課題に対して高まる社会的要請への対

応と、KPI の具体化を含めた「2030年のありたい姿」

を見直し、その実現に向けた活動を加速させていきま

す。みなさん一人ひとりが各課題に対して当事者意識

を持ち、その解決に向けて積極的に取り組んでいくよ

うお願いします。 

３．経営基盤の強化 

安定した事業運営に必要な経営基盤の構成要素は安

全確保と環境保全、コンプライアンス、そして「人」

です。 

社員とそのご家族の幸福と将来を守るため、安全確

保は会社の義務です。特に、重篤災害撲滅を目指し、

様々な面から取り組みを進めます。「災害ゼロ」達成

には、全社員が安全意識を高め、絶対に災害は起こさ

ないという強い決意で活動することが必要です。 

環境保全については、変化点や非定常時の予防・緩

和策も含め、引き続きリスク低減に向けた対策を推進

します。また、国際的な諸基準に沿った各種対応にも

注力していきます。 

コンプライアンスは、法令の改正、社会や環境の変

化を踏まえ、これまで問題が無かったことでも、それ

がコンプライアンスに適ったものかどうか常に意識し

て行動することが大切です。当社グループのコンプラ

イアンス実現の主役は自分であるという自覚を持ち、

節度ある行動を心掛けるとともに、モラルに反する行

為は厳に慎んで下さい。 

また、経営方針に掲げる「やるべきことを明確にし、

積極果敢に行動する」ためには、従来から当社の目指し

ている「自由闊達な組織風土づくり」がその基盤として

何よりも重要です。上下関係にとらわれず全社員が意見

を自由に述べられる風土こそ、積極的な挑戦と創造的な

アイディア具体化に必要なことです。その支援をするた

め、様々な取り組みを進めていきます。 

2 0 2 4 年  社 長 年 頭 の 挨 拶  

（ 社 員 向 け ・ 要 旨 ）    

 

               井上 治  

2024年の年頭にあたり、謹んで新年のご挨拶を申し

上げます。 

昨年の世界経済は、米国は景気回復が続きましたが、

欧州では物価上昇率の高止まりと金融引締めにより景気

は足踏み状態となるなど、減速感が強まりました。 

現在、GXやDX、CASE、生成AIなど、新たな技術の

導入や進化によって、従来の枠組みを超えた新しいビ

ジネスチャンスが次々に創出されるとともに、働き方

やビジネスモデルの変革が加速しています。 

こうした状況において、中期経営計画2025を確実に

達成するために、本年は各部門・各社では、成長戦略

と基盤強化の両輪をチームワークでしっかりと前に進

め、中期経営計画2025最終年度に向けた周到な準備を

お願いします。 

以上を踏まえ、年頭にあたり次の4点を要望します。  

１．新しい取り組みの提案と果敢なチャレンジ  

一人ひとりが、業務に対する問題意識を常に持ち、

徹底したムダの排除と同時に、職場や持ち場で新しい

アイデアを打ち上げて、業務の変革を進めて欲しいと

思います。積極的に提案し、失敗を恐れることなく、

果敢にチャレンジして下さい。 

２．サプライチェーン強靱化への取り組み  

部門・各社では、サプライチェーン全体に亘るリス

クを評価し、優先順位に従い、対策を打って頂いてい

ると思います。今一度、昨今の情勢に照らして確認し 
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DXなども活用したサプライチェーン強靭化の取り組

みをお願いします。 

３．3つの資本（財務資本・人的資本・知的資本）の強化 

まず「財務資本」ですが、各職場での積み上げが、

グループ全体の「財務資本」の大きな充実となること

を、改めて認識頂き、収益力向上やコスト削減に繋が

る積極的な提案をお願いします。  

「人的資本」については、一人ひとりの成長が、住

友電工グループの成長に直結します。研修プログラム

なども活用し、全員が新たな知識の習得と、経験・ノ

ウハウの蓄積に、日々取り組んで下さい。  

「知的資本」に関しては、変化する市場に迅速かつ

的確に対応するためには、多様な知識やアイデアを集

め、新たな可能性を追求していくことが、不可欠で

す。イノベーションを生み出す積極的な提案をお願い

します。 

４．コンプライアンスの徹底 

法令遵守、企業倫理の維持は、住友電工グループが

持続的に成長、発展し、グロリアス・エクセレント・

カンパニーを実現するための絶対的な基盤です。住友

事業精神、Code of Conduct/行動規範に則った行動

を、切に要望します。 

 

以上の前提となるのが、心身の健康と、良好なコ

ミュニケーションです。 

心身の健康は、生活の質を高め、仕事のパフォーマ

ンス向上にも繋がります。 

良好なコミュニケーションは、同僚や仕事上の関係

者など、あらゆる対人関係構築の基盤であり、また多

様な人材の特性や能力を最大限活かし、組織の競争力

を高めるうえでも、必要不可欠です。 

対面コミュニケーションも意識的に実施頂くなど良

好なコミュニケーションへの工夫をお願いするととも

に、相互に理解を深めて、活き活きと、働きやすい職

場づくりに、全員で取り組んで頂きたいと思います。 

1月8日～1月12日(現地) 
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ト推進のため40mUS$を受領 
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 17日朝入電の海外相場は、

LME（ロンドン金属取引所）

銅 相場 で、直物の 前場売 値

が、前 営 業 日 の8,238.50ド ル よ り41.50ド ル 高 の

8,280.00ドル。直物の終値は、前営業日の8,284.00

ドルより16.00ドル安の8,268.00ドル。3か月物の前

場売値は、前営業日の8,340.00ドルより34.00ドル高

の8,374.00ド ル。3か 月 物 の 終 値 は、前 営 業 日 の

8,381.00ドルより26.50ドル安の8,354.50ドル。 

COMEX（ニューヨーク商品取引所）銅相場の3月限

は、前 営 業 日 の374.05セ ン ト よ り2.60セ ン ト 高 の

376.65セント。SHFE(上海期貨交易所)銅相場の3月限

は、前営業日の6万7,830元より20元安の6万7,810元。 

17日の東京為替市場TTSレートは、前日の146.91

円より1.53円の円安ドル高、1ドル＝148.44円。17

日に入電した直近のLME銅相場直物前場売値は

8,280.00ドル。この値と17日の東京外国為替市場US

ドルTTSレートから計算した国内採算値は、前日の

125万6,000円より1万1,000円高の126万7,000円。 

この日、電気銅建値は126万円に据え置かれた。 

為替動向 

16日、ロンドン外国為替市場のユーロは対ドルで下

落。16時、前日と比べ0.0060ドルのユーロ安ドル高、1

ユーロ＝1.0880ドル～1.0890ドルで推移した。一時は23

年12月以来のユーロ安水準を付けた。英ポンドも対ド

ルで下落。16時、前日と比べ0.0060ドルのポンド安ドル

高、1ポンド＝1.2660ドル～1.2670ドルで推移した。 

16日のニューヨーク外国為替市場で円相場は3営業

日ぶりに反落した。前週末と比べ2.25円の円安ドル

高、1ドル＝147.10円～147.20円で取引を終えた。こ

の日、FRBのウォラー理事は講演の中で「政策の軌道

修正を急ぐ必要はない」と市場で拡がっていた早期利

下げ観測を牽制する発言を行った。これを受け債券市

場で長期金利が上昇、円が売られドルが買われた。 

17日早朝の東京外国為替市場でも円相場は下落し

た。8時30分、前 日17時 と 比 べ0.97円 の 円 安 ド ル

高、1ドル＝147.12円～147.14円で推移した。16日

の米長期金利上昇を受け日米の金利差拡大が意識さ

れ円売りドル買いが優勢になっていた。1日発生し

た能登半島地震を契機に市場では日銀がマイナス金

利解除に動くとの思惑が減退したことも円相場の重

荷になった。円は対ユーロでも下落。8時30分。前

日17時と比べ0.46円の円安ユーロ高、1ユーロ＝

160.02円～160.05円で推移した。 

故銅直納問屋筋の平均値頃感  (単位は千円) 

(1月16日更新) 

直納問屋筋によるロット物（5トン前後）の平

均的な値頃感は次の通り。 

ピカ線が1094～1099、上銅新のうちタフピッ

チや無酸素銅などは1059～1064、並銅は1024～

1034、込銅（高品位＝約97％）は1014、セパは

711～716。コーペルは要り用筋で652、それ以外

は637ほど。黄銅削粉も同様に要り用筋662、それ

以外632～642どころの値頃。並青銅鋳物削粉は

896～901どころ。 

小口市中相場(1トン前後)では、ピカ線が1074

～1094、上銅新くずが1039～1059、普通上銅が

1014～1034、2号 銅 線 が1006～1026、並 銅 が

1004～1024、込 銅 (94-97％ ) が952、込 銅 (90-

93％ ) が954、下 銅 が496～546、セ パ が676～

711、コ ー ペ ル が592～637、黄 銅 棒 地 が587～

632、黄 銅 削 粉 が582～627、黄 銅 ラ ジ が547～

555、交叉ラジが594～651、黄銅銅鋳物が571～

578、送りが337～356、上青銅鋳物が893～913、

並青銅鋳物が873～888、上青銅鋳物削粉が888～

908、並青銅鋳物削粉が863～883どころ。 

アルミ二次合金メーカー買値実勢値 

(1トン程度･置場･現金･キロ当たり円) 

関東地区(1月前半) 

2S=191円～212円、63S=176円～227円、アルミホ

イール(1P)=193円～207円、ビス付サッシ=91円～

100円、エンジンコロ=92円～104円、込合金(機械鋳

物)=92円～100円、缶プレス(ソフト)=62円～72円。 

関西地区(1月前半) 

2S=205円 ～217円、63S=207円 ～242円、印 刷 版

=202円～207円、アルミホイール(1P)=198円～241

円、ベースメタル=126円～131円、機械鋳物=87円

～91円、ダライ粉=104円～107円、ビス付サッシ

=92円～117円、缶プレス=75円～80円。 

1月1日～1月12日(現地) 
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17日朝入電した海外相場は、LME（ロンドン金属取

引所）の銅相場で、直物の前場売値が、1月16日入電

の8,238.50ドルより41.50ドル高の8,280.00ドル。3営

業日ぶりの反発で0.50%高。この週0.11%の下落。1月

に入って2.31%の下落。3か月物の前場売値は、1月16

日入電の8,340.00ドルより34.00ドル高の8,374.00ド

ル。3営業日ぶりの反発で0.41%高。この週0.19%の下

落。1月に入って2.40%の下落。 

LME公認倉庫の現地1月15日銅在庫は、12日の15万

5,025トンより300トン減の15万4,725トン。 

COMEX（ニューヨーク商品取引所）の銅相場は、1

月限が、1月16日入電の374.00セントより2.65セント

高の376.65セント。3営業日ぶりの反発で0.71%高。

この週0.71%の上伸。1月に入って2.94%の下落。2月

限は、1月16日入電の373.90セントより2.50セント高

の376.40セント。3営業日ぶりの反発で0.67%高。こ

の週0.67%の上伸。1月に入って3.06%の下落。 

SHFE（上海期貨交易所）銅相場は、2月限が、1月

16日入電の6万7,850元より20元安の6万7,830元。2営

業日の続落で0.38%安。この週0.38%の下落。1月に

入って1.65%の下落。中心限月に当たる3月限は、1月

16日入電の6万7,830元より20元安の6万7,810元。2営

業日の続落で0.38%安。この週0.38%の下落。1月に

入って1.67%の下落。 

錫は反落 

LME錫相場の前場売値は、直物が、1月16日入電の

2万4,550.00ドルより50.00ドル安の2万4,500.00ドル。

4営業日ぶりの反落で0.20%安。この週0.62%の上伸。

1月に入って2.68%の下落。3か月物の前場売値は、1

月16日入電の2万4,850.00ドルより50.00ドル安の2万

4,800.00ドル。4営業日ぶりの反落で0.20%安。この週

0.40%の上伸。1月に入って2.75%の下落。LME公認倉

庫の現地1月15日錫在庫は、12日の7,320トンより325

トン減の6,995トン。 

鉛は続伸 

LME鉛相場の前場売値は、直物が、1月16日入電の

2,078.00ドルより8.00ドル高の2,086.00ドル。2営業日

の続伸で1.36%高。この週1.36%の上伸。1月に入って

2.71%の上伸。3か月物の前場売値は、1月16日入電の

2,099.00ドルより9.00ドル高の2,108.00ドル。2営業日

の続伸で0.93%高。この週0.93%の上伸。1月に入って

1.93%の上伸。 

LME公認倉庫の現地1月15日鉛在庫は、12日の11万

9,050トンより2,675トン減の11万6,375トン。 

亜鉛は反落 

LME亜鉛相場の前場売値は、直物が、1月16日入電

の2,535.00ドルより16.50ドル安の2,518.50ドル。反落

し て0.65%安。こ の 週1.55%の 上 伸。1月 に 入 っ て

4.62%の下落。3か月物の前場売値は、1月16日入電の

2,556.50ドルより14.50ドル安の2,542.00ドル。反落し

て0.57%安。この週1.56%の上伸。1月に入って4.22%

の下落。 

LME公認倉庫の現地1月15日亜鉛在庫は、12日の20

万9,200トンより1,900トン減の20万7,300トン。 

アルミは反発 アルミ合金は横ばい 北米特殊も横ばい 

LMEアルミ相場の前場売値は、直物が、1月16日入

電の2,153.00ドルより5.50ドル高の2,158.50ドル。4営

業日ぶりの反発で0.26%高。この週0.76%の下落。1月

に入って7.58%の下落。3か月物の前場売値は、1月16

日 入 電 の2,205.00ド ル よ り2.00ド ル 高 の2,207.00ド

ル。3営業日ぶりの反発で0.09%高。この週0.74%の下

落。1月に入って7.35%の下落。 

LME公認倉庫の現地1月15日アルミ在庫は、12日の

55万8,550トンより万トン減の55万8,550トン。 

LMEアルミ合金相場の前場売値は、直物が、1月16

日入電より横ばいの2,035.00ドル。この週14.01%の上

伸。1月に入って31.29%の上伸。3か月物の前場売値

も、1月16日入電より横ばいの2,035.00ドル。この週

14.01%の上伸。1月に入って31.29%の上伸。 

LME北米特殊アルミ合金（NASAAC）相場の前場売

値は、1月16日入電より横ばいの2,285.00ドル。この

週横ばい。1月に入って横ばい。3か月物の前場売値

も、1月16日入電より横ばいの2,285.00ドル。この週

横ばい。1月に入って横ばい。 

ニッケルは下落 

LMEニッケル相場の前場売値は、直物が、1月16日

入 電 の1万6,200.00ド ル よ り320.00ド ル 安 の1万

5,880.00ド ル。反落し て1.98%安。この 週1.21%の下

落。1月に入って2.58%の下落。3か月物の前場売値

は、1月16日入電の1万6,350.00ドルより210.00ドル安

の1万6,140.00ドル。下落して1.28%安。この週1.28%

の下落。1月に入って2.60%の下落。 

LME公認倉庫の現地1月15日ニッケル在庫は、12日

の6万9,012トンよりトン減の6万9,012トン。 

L M E 銅 相 場 は 反 発  直 物 終 値 は 8 , 2 6 8 . 0 0 ド ル  

C O M E X 銅 相 場 も 反 発  S H F E 銅 相 場 は 続 落  

LME非鉄相場はまちまち 直物終値は亜鉛2,527.48ドル、アルミ2,162.75ドル 

銅 錫 鉛 亜鉛 アルミ アルミ合金 北米特殊アルミ合金 ニッケル

公示価格 8,280.00 24,500.00 2,086.00 2,518.50 2,158.50 2,035.00 2,285.00 15,880.00

前営業日比 41.50 ▲ 50.00 8.00 ▲ 16.50 5.50 0.00 0.00 ▲ 320.00

公示価格 8,374.00 24,800.00 2,108.00 2,542.00 2,207.00 2,035.00 2,285.00 16,140.00

前営業日比 34.00 ▲ 50.00 9.00 ▲ 14.50 2.00 0.00 0.00 ▲ 210.00

LME公示価格(US$)／1月16日

直物

先物



日刊金属 ２０２４(令和６)年 １月 １８日(木) (6) 昭和４４年１１月創刊 

入電 ・ 現地 1月16日）

フリー・マーケット

　１ロット＝銅、鉛、亜鉛、アルミは25トン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■米国生産者価格（地金）

錫５トン、アルミ合金20トン、ニッケル６トン 銀(セント/オンス）EH社 2315.0

セツルメント＝現物・前場・売 銀(セント/オンス）HH社 2297.4

■ＮＹ相場  

前 場　 後 場　 取引業者銅(セント/ポンド) 256.35 - 257.35

銅ＡＧ      ２号銅線くず(セント/ポンド) 353.35 - 357.35

現   物 8279.0 8280.0 8251.5  ■ロンドン相場（ドル）

前日比 41.5 ▲ 20.0 (カーブ) 金（オンス） 2038.15

先   物 8372.0 8374.0 8343.0 8354.5  アンチモン99.65％（トン) 11200 ― 11500

出来高 前日比 34.0 ▲ 28.0 126,938 ビスマス99.9％(ポンド) 3.90 ― 4.10

錫ＨＧ 　 カドミウム99.99％(ポンド) 1.95 ― 2.05

現   物 24475.0 24500.0 24940.0 インジウム99.99％(キロ) 240 ― 270

前日比 ▲ 50.0 425.0 (カーブ) セレニウム99.5％(ポンド) 9.50 ― 10.50

先   物 24775.0 24800.0 25215.0 25175.0 スポンジチタン99.5％(キロ) 12.45 ― 13.00

出来高 前日比 ▲ 50.0 410.0 5,547 フェロモリブデン欧州産65%(キロ) 43.00 ― 43.00

鉛 　 コバルトカソード99.8％(ポンド) 17.50 ― 18.00

現   物 2084.0 2086.0 2085.0 マグネシウム中国産99.9％(トン) 3250 ― 3250

前日比 8.0 8.5 (カーブ) タングステンAPT(純分10キロ) 325.0 ― 335.0

先   物 2107.0 2108.0 2106.5 2104.0 タンタル鉱石30-35％(ポンド) 65 ― 69

出来高 前日比 9.0 7.0 54,136 ■ＫＬＴＭ錫（ＭYR／KG、出来高トン）

亜鉛ＳＨＧ 　 　 （16日） （17日）

現   物 2518.0 2518.5 2510.0 相   場 - -

前日比 ▲ 16.5 ▲ 38.0 (カーブ) 出来高 - -

先   物 2540.0 2542.0 2533.5 2547.0 ドル建て価格 - -

出来高 前日比 ▲ 14.5 ▲ 37.0 87,946  ＯＤレート 3.7600 3.7600

アルミＨＧ 　 Ｍ＄／ＵＳ＄レート 4.6831 4.7076

現   物 2158.0 2158.5 2162.0 採算円／キロ - -

前日比 5.5 4.0 (カーブ)  US$採算円／キロ - -

先   物 2205.0 2207.0 2211.0 2214.0 ■ＬＭＥ在庫（トン） 在　庫 増　減

出来高 前日比 2.0 3.5 348,789 (1/15現在) 銅 154,725 ▲ 300

アルミ合金 　 錫 6,995 ▲ 325

現   物 2025.0 2035.0 2035.0 鉛 116,375 ▲ 2,675

前日比 0.0 0.0 (カーブ)  亜鉛 207,300 ▲ 1,900

先   物 2025.0 2035.0 2035.0 2035.0 アルミ 558,550 -

出来高 前日比 0.0 0.0 0 アルミ合金 1,860 -

北米特殊アルミ合金  北米特殊アルミ合金 780 -

現   物 2275.0 2285.0 2285.0 ニッケル 69,012 -

前日比 0.0 0.0 (カーブ)  ■上海在庫（トン） 在　庫 増　減

先   物 2275.0 2285.0 2285.0 2285.0 (1／12 現在） 銅 43,085 9,955

出来高 前日比 0.0 0.0 0 アルミ 96,667 30

ニッケル 亜鉛 25,124 3,310

現   物 15875.0 15880.0 15925.0 鉛 58,111 5,662

前日比 ▲ 320.0 ▲ 133.0 (カーブ) ニッケル 14,193 729

先   物 16135.0 16140.0 16175.0 16150.0 ■LMEプレマーケット（ドル） 先物気配

出来高 前日比 ▲ 210.0 ▲ 141.0 60,058 (1／17 ） 銅 8,341.5 - 8,342.5

ＮＹコメックス相場 (3:00AM現地) 錫 25,220.0 - 25,320.0

出来高：１ロットは12.5ショート・トン、銅はポンド当たりセント 鉛 2,092.0 - 2,093.5

金・プラチナ・パラジウムはオンス当たりドル、銀はオンス当たりセント 亜鉛 2,541.5 - 2,543.0

銅ＨＧ 金　 銀　 プラチナ パラジウム アルミ 2,208.0 - 2,209.0

1月限 376.65 2026.0 2293.3 895.1 931.40 ニッケル 16,130.0 - 16,175.0

2月限 376.40 2030.2 2298.3 897.4 935.90 ■ 上 海 相 場 トン当たり元、１ロット＝５トン・増値税込

3月限 376.65 2039.7 2309.3 901.3 938.10 銅　 アルミ 亜鉛 鉛　 ニッケル

4月限 378.00 2049.9 - 904.4 - 2月限 67830 18840 21295 16200 127000

5月限 379.20 - 2331.8 - - 3月限 67810 18825 21300 16215 127100

前 日 比 2.65 ▲ 20.7 ▲ 22.9 ▲ 15.0 ▲ 41.00 前 日 比 ▲ 20 ▲ 90 180 ▲ 15 ▲ 720

出 来 高 144,985 299,804 62,045 36,471 6,241 出 来 高 30611 38309 68218 19208 117260

採算価格 フレート諸チャージ込み入荷ベース(上海は前日の元・円レートで換算）

為替相場 LME（円ベース/キロ） COMEX 上海 20.73

ドル・円 銅　 錫　 鉛　 亜鉛　 アルミ ニッケル 銅　 銅　 アルミ 亜鉛　 鉛　

ＴＴＳ 8280 24500 2086 2519 2159 15880 377 67830 18840 21295 16200

148.44 1270 3837 347 414 336 2557 1279 1406 391 441 336

+1.53 19 31 5 1 4 ▲ 22 21 16 2 9 3

（1月17日

（▲ 11.75）

（▲ 25.0）

（▲ 25.7）

※17日のKLTMは入電がありません

元・円＝



日刊金属 ２０２４(令和６)年 １月 １８日(木) (7) 昭和４４年１１月創刊 

伸銅品 大阪 東京 鉛亜鉛製品 大阪 東京 電線（現場納め 定尺 関西地区 大口～小口）

銅小板2.0ミリ  1610  1605 亜鉛板0.3×3×7  650  650 ＶＶＦ

建築用0.3ミリ  1660  1655 印刷用亜鉛板トッパン用  750  750 2Ｃ×1.6 59～61

銅大板2×1×2  1740  1805 給水管13ミリ  280  280 2Ｃ×2.0 104～107

銅管(ベース)  1810  1805 鉛板1.5ミリ  580  580 3Ｃ×1.6 109～112

水道用管(m当たり)13ミリ  1720  1715 鉛線3ミリ  450  450 3Ｃ×2.0 157～160

銅棒25ミリ  1520  1575 軽圧品 大阪 東京 ＩＶ

銅条1.5×100  1575  1620 アルミ箔0.007ミリ  1160  1175 1.6mm 33.8～36

銅線0.9ミリ  1600  1635 　〃　小板1ミリ  795  805 5.5sq 92.7～98.6

銅帯6×50  1480  1575 　〃　大板1ミリ  775  795 14sq 231～245

銅平角線  1800  1805 　〃　5052板  835  845 CV-T

黄銅小板2.0ミリ  1315  1310 　〃　6061板  1360  1375 600V  3Ｃ×38 1765～1876

　　〃　0.3ミリ  1345  1340 　〃　2017板  1290  1405 600V  3Ｃ×60 2722～2893

黄銅大板2×1×2  1465  1490 　〃　線3ミリ  775  790 600V  3Ｃ×100 4570～4858

黄銅管  1970  1790 　〃　快削棒50ミリ  995  1010 6kV  3Ｃ×38 2867～3037

復水器用黄銅管  1940  1760 　〃　合金棒50ミリ(17S)  980  990 6kV  3Ｃ×60 4022～4260

黄銅棒快削25ミリ  1065  1090 　〃　合金棒50ミリ(56S)  935  950 CVV 　（関西­関東）

六角棒  1095  1120 3Ｃ×2 135­138

四角棒  1125  1150 貴金属(一般小口向け) 4Ｃ×2 181­185

鍛造用  1105  1130 白金(グラム) 6Ｃ×2 258­264

ネーバル  1205  1230 パラジウム(グラム) 7Ｃ×2 296­303

高力  1205  1230 金(グラム) 合金鉄 11月輸入単価（CIF)

黄銅線6ミリ  1500  1490 銀(キログラム) フェロマンガン2％以上炭素含有  158 

黄銅平角線ロール仕上  1700  1700 　　　〃　　　その他  193.9 

黄銅条1.5×100  1310  1325 レアメタル輸入価格 フェロシリコン55％以上  237 

リン青銅板一般用1.0ミリ  2920  3110 金属ケイ素(99.99％未満) フェロクロム4％以上炭素含有  285 

　　　〃　バネ用0.3ミリ  3170  3370 モリブデン酸化物 フェロモリブデン純分60％以上  5708 

リン青銅棒25ミリ  3030  3240 タンタル フェロバナジウム  3184 

リン青銅線3ミリ  3400  3610 マグネシウム フェロニッケル33％未満  562.6 

洋白板一般用1.0ミリ  3630  3780 コバルト

　〃　バネ用1.0ミリ  3760  3930 インジウム 電気亜鉛メッキ銅板冷延1ミリ  326 

減 摩 合 金 銅 合 金 地 金

（500㎏以上、大口価格） （標準価格） 大阪 

1種　 BC　1種　  1285 

2種　 2種　  1585 

3種　 3種　  1655 

4種　 6種　  1395 

5種　 7種　  1490 

7種　 YBSC　3種　  1130 

8種　 LBC　3種　  1585 

9種　 PBC　2種　  1685 

 5354 

（1月17日調べ） （キロ当たり）◎上げ　◆下げ

◆ 4780 

◆ 5087 

◆ 10619 

 122760 

11月通関（CIF）

 345 

 5530 

 97928 

 498 

 4470 

 4355 

 4225 

 3765 

 3525 

 1430 

 1275 

 1115 

 33625 

1月16日改定 1月9日発表



日刊金属 ２０２４(令和６)年 １月 １８日(木) (8) 昭和４４年１１月創刊 

山元建値　 電気銅 1260(16) 金 9,635(17)

（）実施日　 電気鉛 363(11) 銀 110,450(17)

電気亜鉛 430(16) 錫(99.99％) 5,050(4)

キロ当たり円 インジウム大口~小口(99.99％) 40,000 ～ 45,000(1)

非鉄原料 大　阪 東　京 地　　　金

（炉前材） 仲間相場 仲間相場

1トン以上外税持込 高値 安値 高値 安値 

1 号 銅 線  1118  1111 電 気 銅 ◎ 1229 ◎ 1224 ◎ 1231 ◎ 1226 

2 号 銅 線  1076 　 　― 電 気 亜 鉛  402  396  402  396 

上 銅 ( 新 切 )  1089  1081 蒸 留 亜 鉛  390  384  390  384 

雑 ナ ゲ ッ ト  956  955 再生ダイカスト亜鉛2種  330  324  330  324 

並 銅  1031  1017 再 生 亜 鉛 (98%)  288  282  288  282 

下 銅  1012  990 電 気 鉛  340  337  340  337 

銅 削 粉  992  990 再 生 鉛 1 号  317  307  320  315 

銅 さ い (30%)  25  25 再 生 鉛 3 号  322  318  325  321 

新 切 黄 銅 セ パ  820  829 錫 1 号  3800  3750  3800  3750 

コ ー ペ ル  784  787 ア ン チ モ ン  1850  1800  1850  1800 

黄 銅 棒 地  762  775 ニッケル (メッキ用 )  2400  2350  2400  2350 

黄 銅 削 粉  756  771 コ バ ル ト  5100  4800  5100  4800 

並 黄 銅  760  725 セ レ ニ ウ ム  3800  3600  3800  3600 

黄 銅 ラ ジ エ タ ー  618  610 ビ ス マ ス  1500  1400  1500  1400 

交 叉 ラ ジ エ タ ー  708  676 カ ド ミ ウ ム  800  750  800  750 

黄 銅 鋳 物  765 　 　― マ グ ネ シ ウ ム 合 金  480  460  480  460 

山 送 り (55%)  420 　 　― ア ル ミ 地 金 99.70 ％ ◎ 363 ◎ 359 ◎ 365 ◎ 361 

上 青 銅 鋳 物  884 　 　― ア ル ミ 二 次 地 金 99 ％  328  323  328  323 

並 青 銅 鋳 物  882  867 〃 90 ％  308  303  308  303 

上 青 銅 鋳 物 削 粉  877 　 　―　 アルミ二次合金ADC12  421  416  424  419 

並 青 銅 鋳 物 削 粉  867  852 鋳 物 用 C2BS  446  441  448  443 

新 切 リ ン 青 銅 ( 伸 銅 ) 　 　―  1111 青 銅 合 金 地 金 3 種  1585  1575  1665  1655 

〃 ( 鋳 物 )  998 　 　― 〃 6種  1335  1325  1355  1345 

リ ン 青 銅 削 粉  916  905 ハ ン ダ 錫 60 ％  3000  2960  3020  2990 

新 切 洋 白 ( 電 子 材 )  928  912 〃 50 ％  2605  2555  2625  2595 

新 切 亜 鉛  260  260 〃 40 ％  2275  2215  2230  2200 

ダ イ カ ス ト く ず  170  170 減 摩 合 金 2 種  4260  4230  4265  4235 

亜 鉛 ド ロ ス  150  160 〃 4 種  3705  3680  3710  3680 

上 鉛  192  190 〃 7 種  1375  1325  1375  1325 

電 池 素 鉛 ケ ー ス 込  80  80 ス テ ン レ ス ・ 特 金  55  60 

活 字 鉛  171  168  40  45 

新 切 ア ル ミ 1 級  238  247  185  185 

新 切 サ ッ シ 1 級  240  245  285  285 

新 切 合 金 1 級  230  230  28  29 

機 械 鋳 物 1 級  210  226  190  190 

ビ ス 付 サ ッ シ P  222  220 

合 金 削 粉 P  165  165 

込 ガ ラ P  138  140 

カ ン ・ バ ラ  163  158 

◎上げ　◆下げ (1月17日調べ)

大　阪 東　京

仲間相場 仲間相場

18-8ステンレス　新切

〃　　ダライ粉

高耐食ステンレスSUS316

耐熱ステンレスSUS310

13クローム　新切

ハイス　　9種


